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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,17 43,69 -0,48 44,31 -0,62

USD / BRL Spot BRL 2,3584 2,3574 -0,0010 2,3301 +0,0273

USD / JPY Spot JPY 104,18 103,00 -1,18 103,21 -0,21

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 49.696 49.427 -269 50.051 -624

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 194,3 196,7 +2,4 181,3 +15,4

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,76 12,75 -0,01 12,51 +0,24

DI Future Oct14（金利先物） % 10,47 10,59 +0,12 10,35 +0,24

3 Months US Dollar Libor % 0,242 0,239 -0,003 0,244 -0,005

CRB Index（国際商品指数） Index 275,4 276,1 +0,7 279,7 -3,6

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 1月10日

昨日のドルレアルスポット相場は米緩和継続の思惑後退によるドル売りから切り返す展開となりました。
朝方は、米緩和縮小継続の思惑が先週から後退していることや週次サーベイで成長率見通しが引き上げ
られたことにより、先週末比ドル安・レアル高水準の２．３５台前半から２．３４台後半で取引されました。
その後、一時２．３４割れの水準で取引される局面もありましたが、１月第一週の貿易統計が赤字だったこと
から相場は反転し２．３５台に切り返しました。引けにかけては２．３５台でもみ合いとなり、結局２．３５台後半
で引けています。

本日から２日間の日程でＣＯＰＯＭが開かれます。昨年４月の利上げ開始以来夏にピークをつけたインフレ
は緩やかに低下していましたが１２月の数字が再び加速の兆候を見せているため、今回のＣＯＰＯＭは
悩ましいものになりそうです。トンビニ総裁は金融政策の効果にはタイムラグがあると強調していたことから、
一連の利上げ効果を見極めるために市場の一部では利上げ終了を示唆するのではないかとの憶測もあり
ますが、このタイミングで警戒を緩めるのは難しいでしょう。１２月のインフレが加速する一方でクリスマス商戦
は２００３年以来最も低い伸びだったとの報道もあり、ＣＯＰＯＭがどのように市場とコミュニケーションを取って
インフレをコントロールしていくのか注目です。
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